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まち活　通信　vol.8
－みんなで実践するまちづくり活動情報－ 

2015年２月 
女川町まちづくり推進協議会事務局 

出張まちカフェで町内の取り組みや熱意を紹介
　12月・1月の“まちカフェ”は、まちの先生が活動する拠点に出張し、取り組みの紹介やま

ちの先生の思いを語り合って、住民主体の活動について意見交換しました。

出張まちカフェ＠ダイシン&かふぇ さくら　　 12月17日・参加者13名

出張まちカフェ×みなとまちセラミカ工房×マザーズリング 　1月15日・参加者８名

《町内でのスペインタイル活用アイデア》
・自分の表札をスペインタイルでつくりた
い。

・卒業や成人の記念として、女川町出身の
人にもPRする。

・親子や学校で体験できる場があればいい。
・プロムナードやまちなかのサインに活用
する。

スペインタイル絵付け体験スペインタイル絵付け体験＆＆活用アイデア交換活用アイデア交換

《参加者の感想》
・活動が楽しそうで、自分にもできるのでは…と思った。
・活動の積み重ねがまちづくりにつながっていくのではないか。
・絵本を読むことも含めて、居場所づくりが大切だ。
※今後、小学校での読み聞かせに挑戦したいという方もいました。

読み聞かせボランティア おはなし会
「おひさま」が伝えます！だいすきな絵本の魅力「おひさま」が伝えます！だいすきな絵本の魅力

　女川小学校の朝読の時間やスクールバスの待ち時間などに、

絵本の読み聞かせ活動を続けているきぼうの鐘商店街・ダイシ

ンの島貫洋子さん。当日は、この島貫さんを先生に、まずはお

はなし会「おひさま」の活動紹介の後、メンバー 4名が「水色の

マフラー」、「ビロードのうさぎ」、「あかねこちゃん」などの絵

本を朗読しました。

　また、設立から１５年も

の間、活動を継続できた

秘けつなどを参加者と意

見交換しながら、活動へ

の参加も呼びかけました。　絵本を聞いたり、静かに
ぼーっとする時間をつくるこ
とはとても大切だと感じてい
ます。「ひらがな」が読めれば
絵本は読めます。難しく考え
ずに、まずは自分ができるこ
とからやってみましょう。

（島貫さん）

　みなとまちセラミカ工房の阿部鳴美さんを講師

に迎え、マザーズリングに参加しているお母さん

方がスペインタイルの絵付け体験をしました。

　当日は、同工房の立ち上げの経緯や復興への想

いなどもお話いただき、絵付け体験後には、新し

いまちでどのようにスペインタイルを活用するこ

とができるかといったアイデア交換を行いました。

復興への想いを込
めて、スペインタ
イルを制作してい
ます。このタイル
を、女川の文化に
していくことが、
私の夢です。

（阿部さん）
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まち活メールにご登録を！
　まち活では、講演会、実践講座、まちカフェ、まち歩きなどのイベントを随時開催していきます。
メール登録していただけば、いろんな情報をリアルタイムで配信します。メールの件名に「まち活
メール登録」、本文に「氏名、年齢、性別、職業（所属先）」をご入力のうえ、
fukko7@town.onagawa.miyagi.jp までご送信ください。

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会／ワーキンググループ事務局

　役場復興推進課復興調整係　�54-3131内線239

◆まち活Facebook　https://www.facebook.com/machikatsuonagawa

�2月の予定

町のプロモーション・魅力発信を実践していきます
町の人の魅力を発信しよう「女川町のプロモーション実践ワークショップ」
 1月14日・参加者７名

　渡波でコミュニティ活動支援をしているジョナサン･
ストレイカーさんを先生として招き、町にあるものを
個人や団体、環境や外部のものなどに分類して整理す
る「資産図」を作成しました。これを踏まえて、3月22日
の復幸祭で町の魅力をどのようにPRすればよいのか、
意見交換を行いました。プロモーション実践ワーク
ショップでは、継続して、復幸祭や情報交流館での情
報発信コンテンツの実現について、引き続き検討を深
めます。

《参加者の意見》
・女川で生きている「人」、女川に関
する「ストーリー」を発信しよう。

・復興中の今しか見られない「景色」
を見せたい。

第1回第1回　まちの先生、まちの活動紹介マップづくりまちの先生、まちの活動紹介マップづくり

※その他の企画も、「まち活メール」や
　Facebookで随時発信します。

※他にもこんな実践企画に取り組んでいます
　　　

若者の居場所づくりワークショップ

　NPOカタリバ＆かぎかっこプロジェクトコラボ企画
　町内の高校生が主体となって、新たに生まれ変わる
まちでの居場所づくりや、プロムナードに若者を集め
るためのアイデア・仕掛けを検討しています。11月開
催の「KAERU CAMP」に参加した高校生も加え、町内外
の若者の意見を融合させながら提案をまとめます。

　※提案内容は、発表の場を設けて報告予定。

　　

視察研修 in 徳島県神山町

　まち活では、これまでの参加者からの意見を踏まえ、
町の新たな魅力“アート”に注目しています。先進的な
取り組みを参考にするため、女川町と同じく少子高齢
化の危機に直面する中、移住者やアーティストなど外
部人材の活力をまちづくりに取り入れ、活性化を図っ
ている徳島県神山町を視察します。

※視察結果は、Facebookやまち活通信で報告予定。

一人で活動するより、人や団体とつながることで、いろいろな可能性が広がりますよ！

【ワークショップ企画】

●女川町のプロモーション
　実践ワークショップ　第３回

◆日　時　２月中旬（予定）

午後６時～８時

◆場　所　復興まちづくり情報交流館

◆内　容　まちの魅力発信のための新たな

コンテンツを住民参加で企画し、

まちびらきに向けて実現を目指

します。1回限りの参加も大歓

迎です！
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